
















アメリカンの語りに注⽬した Hymes, Tedlock, Friedrich らである．現在に⾄っ
ても⺠族詩学が⾔語⼈類学の主流にあるとは⾔い難いが，その分析⼿法を使っ
て現実の諸問題に資する研究を⾏おうという試みも最近では少なからず⾒られ
















の守備範囲を広げつつあるのが Kataoka (2009, 2010, 2011, 2012), ⽚岡（2018）
である．Kataoka・⽚岡の⼀連の研究では，⾔語，⾳声，⾝体，環境，⽂化的背
景 を 包 括 的 に 取 り ⼊ れ る 試 み が な さ れ て き た ． こ う し た 研 究 を 通 じ ，
Kataoka(2018)では「プルリ・モダリティ(plurimodality)」という鍵概念も提案









































影響と思われる三連構造が⾒られ（Minami & McCabe 1991, Takekuro 1999），
⽇常会話やメディア談話には「３＋３＝５」になる構造が⾒られる，と⾔われて
























 シンポジウムでは 2 例を出して説明したが，⼀つ⼀つのデータが⾮常に⻑い
ため，本報告書では 1 例のみを挙げる．ここで挙げる例は，豊年祭 1 ⽇⽬，御
嶽で準備をしていた⼥性に豊年祭の流れを聞いたときのナラティブである．資








































































資料 3 に続く資料 4 の冒頭場⾯では，豊年祭の主要⽇を聞いた調査者に対し，
1 ⽇⽬と 2 ⽇⽬ではそれぞれ異なるイベントがあるものの，両⽇あって豊年祭
⾃体が成り⽴つという説明を，「今⽇」と「明⽇」を並列させて⾏った． 






















































希薄化は今もなお⽐較的⽅⾔が話せるシニア世代の 70 代，80 代に限らず，現
在この地域の諸活動で中⼼的⽴場にある 60 代，50 代も強く意識しているとこ
ろである．儀礼の継承⾃体が曖昧なまま胡⿇化して割愛する場⾯の多かった
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